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はしがき

この講究録は 1990年 12月 3日一 6日の京都大学数理解析研究所における“保型
形式とゼータ函数の研究”と題する研究集会の報告集です。報告は講演順に並べてあり
ます。保型形式、ゼータ函数に関連する広範囲の講演が行われ、活発な討論が行われま
した。とくに、Don Zagler氏 (MPI,九州大学理学部)は、時に日本語を交えて熱心に討

論に参加されました。なお同氏による“ Periods of modular for”s Jacobl theta fu
nctlons and a new approach to the trace formula”と題する興味深い講演の報告を
頂くことは残念ながらできませんでしたが、既に出版されたものやプレプリノトがあり
ますので、それらを御参照下さい。
講演者の旅費等の経費にっきましては、数理解析研究所のほかに、文部省科学研究費
総合 A(研究代表者 北岡良之名大教授)の援助を頂きましたが、ことに北岡良之氏に

は旅費等につき御面倒を頂きました。ここに御礼申し上げます。
最後になりましたが、この集会で講演して頂いた方 kt、協力して頂いた方々、参加し
て頂いた方々に心から感謝申し上げます。

1991年 4月

晦挙畿幾醜囑.忍調脚黛県ノキロ域諮壇 〉掛∴瓶:溶メ亭卜纂
齋藤 裕
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